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第１回流山市子ども・子育て会議部会 

 

日時 

平成３０年１１月１２日（月）１３時～１４時 

 

場所 

流山ケアセンター４階第１研修室 

 

出席委員 

吉川委員・岡本委員・櫻庭委員・手塚委員・薮本委員 

 

事務局 

秋谷子ども家庭課室長・倉本子ども家庭課主任主事 

「株式会社サーベイリサーチセンター」石塚様・谷川様 

 

議題 

 （１）第２期子どもをみんなで育む計画の策定について 

 （２）その他 

 

資料 

配布資料一覧 

次第：第１回流山市子ども・子育て会議部会次第 

資料１  ：意見集約（第３回会議後） 

資料１－１：ヒアリング調査実施要領（検討案） 

資料１－２：ヒアリング調査実施箇所検討 

資料２：ワークショップの進め方（検討案） 

資料２付属：前回子育てワークショップの情報  

 

議事録（概要） 

《事務局》 

会議の前にご報告があります。 

株式会社サーベイリサーチセンターの石塚さんと谷川さんに事務局として参加

していただきます。 

 では、定刻となりましたので、ただ今から、平成３０年度第１回流山市子ども・

子育て会議部会を開催させていただきます。 

11 月２日の本会議において、部会では、「ニーズ調査項目の確認」「ヒアリン
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グ調査箇所・方法の確認」「子育てワークショップの実施及びその方法の意見交

換」について、議題とする旨、了承がありましたのでよろしくお願いします。 

 部会長ですが、本会議において副会長である「吉川委員」にお願いする意見が

ありましたが、部会委員の皆様の了承をもって互選とさせていただきます。 

 

「吉川委員」を部会長としてよろしいでしょうか。 

 

《各委員》 

異議なし 

 

《事務局》 

それでは、ここからの議事進行は、部会長の吉川委員よりお願いします。 

 

《部会長挨拶》 

 

《部会長》 

それでは、次第に従い、議題１の「第２期子どもをみんなで育む計画の策定に

ついて」の説明を事務局よりお願いします。 

 

《事務局説明》 

 

《部会長》 

 前回の本会議で出た意見の内容がまとめられています。前回欠席されていた

方でご意見がございましたらお願いします。 

 

《各委員》 

特にないです 

 

《部会長》 

それでは、ニーズ調査の項目についてはこの内容でまとめさせていただきま

す。続きまして、ヒアリングの進め方ですが、ヒアリングを通しては、２０ヶ所

程度出てますが、同じ場所でヒアリングし動向をみるのか、または、前回意見が

取れなかった所を新たに追加して意見を取るのか、その点をご検討いただけれ

ばと思います。 
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《櫻庭委員》 

質問ですが、前回はヒアリング調査実施要領【例１】を実施したのですか。 

 

《事務局》 

はいそうです。 

 

《薮本委員》 

事務局から予算の関係があるからと言ってましたが、どこまで増やせるか教

えて頂きたい。 

 

《事務局》 

2,3か所程度であれば対応できるかと思います。 

 

《部会長》 

2,3か所程度ならという話がでましたので、それを踏まえてどのような割合で

考えていくかということですので、ご意見を頂ければと思います。 

ここになくても、ママさん達がサークルなど定期的に集まる場所で意見集約

しやすいところがあれば、そこで聞き取るということも可能ですね。 

 

《手塚委員》 

働いていない方で、子どもが幼稚園未満で、なかなか外に出られない方などは

どこで意見を聞き取るのでしょうか。 

 

《部会長》 

たぶん子育て支援センターに行っているのだろうという感じですね。 

保健センターにも行ってますよね。 

 

《薮本委員》 

事務局に質問ですが、子育て支援センター４ヶ所になっていますが、この４ヶ

所に設定した背景は何かありますか。 

 

《事務局》 

中部は２ヶ所、南部、東部の計４ヶ所という形になっています。東部について

は、前回のヒアリング調査の時点において市の支援センターがあり、中部は人口

が増えているということで両者の視点から設定したという形になっております。 
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《部会長》 

現在「ゆうゆう」はないので、他のセンターを対象として考える必要があると

いうことですね 

 

《櫻庭委員》 

北部地域に支援センターは無いですよね。 

 

《部会長》 

幼児教育支援センターが江戸川台にありますよね、その中に併設されていま

せんか？ 

 

《櫻庭委員》 

いえ、無いです。幼児教育支援センターは就学に向けての施設なので、支援セ

ンターではないです。 

 

《薮本委員》 

子育て支援センターに行かない人は、どこに行っているのでしょうか。 

 

《手塚委員》 

私自身は、おおたかの森 SCに行ってました。支援センターはいつも同じ方々

なので、その中には入りづらいため、公園とかおおたかの森 SCに行くという方

もいます。 

 

《部会長》 

そうすると、確実な場所で意見集約をするのも必要ですけど、そういう場所に

ゲリラ的に行って聞き取るのもありかなと思いますがいかがでしょう。 

 

《岡本委員》 

それはそれで悪いことではないですが、情報交換をしたり、悩みを打ち明ける

場所がないということですよね。 

 

《薮本委員》 

話しの筋がずれてしまうかもしれませんが、なぜ、支援センターには行きづら

いのでしょうか。 

 

《手塚委員》 



5 

 

どうしてもプライベートな話をしたりするので、それが苦手な人は敬遠して

しまうと思います。おおたかの森 SCの方は居心地がいいですが、孤独感はあり

ます。 

 

《部会長》 

おおたかの森 SCは入れた方がいいですかね。大丈夫ですか。 

 

《事務局》 

おおたかの森 SCという考え方ですが、店舗を限定とするのではなく、人が集

まる商業施設という意味でよろしいでしょうか。 

 

《部会長》 

建物の中ではなくて、おおたかの森 SCの前に集まっている方々とかを対象に

したらどうでしょう。 

基本的に、この意見集約は１対１とかではなく、公園などもあるし、大勢の人

数がいるところで、ヒアリングをしたいという方向性ですよね。 

 

《事務局》 

調査員と１対１です。 

 

《手塚委員》 

今回の実施時期だと、寒くて公園には行かないと思います。 

 

《岡本委員》 

イトーヨーカドーの前はどうでしょう。 

 

《事務局》 

ファミリーが集まる商業施設というくくりでできると思います。 

 

《岡本委員》 

そういうところの意見こそ一番必要とされる意見ではないでしょうか。 

 

《部会長》 

とりあえず、商業施設系のところで１ヶ所入れて頂くということでいいです

か。では、他の場所についてどうですか。 
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《岡本委員》 

幼稚園と保育園で４ヶ所となっているが、前回は２ヶ所ずつでした。 

今回は 4ヶ所になるのですか。 

 

 

《事務局》 

前回より増やしています。 

 

《手塚委員》 

このヒアリング調査は年齢に関係なく調査するのですか。 

 

《事務局》 

施設の利用者というくくりです。 

 

《薮本委員》 

１号認定、２号認定でもない子は何人位いますか。 

 

《事務局》 

少数ですが、確認します。 

 

《手塚委員》 

もし幼稚園年齢が多いのであれば、中部東部も増やしたほうがいいのではな

いでしょうか。 

 

《部会長》 

先ほど岡本委員からもありましたように、幼稚園、保育所に関しては４エリア

から一ヶ所ずつ意見を聞かせて頂くということでいいですか。 

 

《薮本委員》 

学童に関しては民設民営が増えている訳ですし、障害者に対しても、民間で受

け皿になっているところからも意見は聞くべきではないでしょうか。 

 

《部会長》 

未就学児と放課後デイを一ヶ所でやっている所があれば聞き取りやすいです

ね。学童も入れたほうがいいですね。 
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《薮本委員》 

放課後児童健全育成事業には聞きに行ってもいいのではないでしょうか。 

もう一点、小学校の視点が抜けているのではないでしょうか。学校に行きづら

い子、フリースクールに行っている子などの意見もあってもいいのではないで

しょうか。 

 

《部会長》 

今までは０，１，２歳児に注目した視点で見てきたと思いますが、その子たち

が成長していくにつれて、その先の長い目でみた聞き取り調査も必要になって

くるのではないでしょうか。 

 

そうすると、３０件位になってしまうので、絞っていかなければならないです

ね。数だけ決めればいいのですか。 

 

《事務局》 

この調査以外に、担当課ごとに聞き取り調査・満足調査をしている所もありま

す。 

 

《部会長》 

では、ヒアリング調査として確実に入れなければならない所と、担当課で個別

にヒアリングをして意見の集約が出来ればいいのかなと思います。 

 

《薮本委員》 

今日の段階では、グループ間で漏れがないか洗い出しをして、事務局にまとめ

てもらうということで良いですか。 

 

《事務局》 

そうですね。 

 

《薮本委員》 

今の段階で足りてないグループとして、挙げていただいたのが、未就学児や妊

産期前後の方に接触出来る場所として、おおたかの森 SCや児童発達支援センタ

ーの中の未就学児と就学児童、それとフリースクールですね。 

 

《部会長》 

グループの中に妊産期前後の方がいるおおたかの森 SC などの商業施設とか
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放課後デイ、それとフリースクールを追加してもらうということでいいですか。 

 

《岡本委員》 

あとは、民間の児童発達支援センターですね。 

 

《薮本委員》 

民間の児童発達支援センターは、未就学向けと就学向けがあります。 

医師の視点はいらないですか。 

医療機関だからこそ抱えている問題は出てこないのでしょうか。 

父子家庭でも協力して頂けるのであれば、意見を聞いてもらうのもいいと思

います。 

 

《部会長》 

数的には３０か所位出ましたが、なるべく今まで意見集約できなかった所で

聞いてもらうということで、候補は事務局で揉んでもらっていいですか。 

場所については次回でいいですか。 

 

《事務局》 

今、ご意見があればお伺いしますし、もしくは１２月１４日の本会議でご意見

頂ければと思います。 

 

《部会長》 

前回と同じ場所で調査するのか、調査出来てない所を調査するのかについて

ご意見頂けますか。 

                                

《薮本委員》 

特に変える理由がなければ同じでいいのではないでしょうか。 

 

《部会長》 

・「ゆうゆう」は閉鎖しているので、変わりに松の実でいいですか。 

・公民館の「さくらんぼくらぶ」はほとんど子どもがいないので、他に拾える所

があればいいかなと思います。 

・幼稚園はしんあい幼稚園を追加します。 

・保育園は中部の新設園の中から１ヶ所選んでください。 

・学童クラブはおおたかの森か南流山から、どちらか１ヶ所を選ぶということで

いいのではないでしょうか。 
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・放課後デイは薮本委員に事務局と相談して、１ヶ所所決めて頂きたいと思いま

す。 

・母子寡婦はこのままで、父子家庭の意見を個別で頂くのもいいと思います。 

・フリースクールは可能であれば聞き取り調査をすることでお願いします。 

・不登校気味な子が集まっているお寺などで聞き取りが出来ればお願いしたい

です。それが無理なら、初石のフリースクールか生涯学習センターのどちらかで

ヒアリング調査が出来るとよいと思います。 

・商業施設としてどこか１ヶ所調査が出来るとよいと思います。 

 

次に子育てワークショップについて、事務局から説明をお願いします。 

 

《事務局説明》 

 

《部会長》 

ワークショップについてはまだ時間がありますので、次回の会議で議論して

いければと思っています。 

 

それでは、本日の内容を事務局でまとめ、次回の子ども子育て会議で出してく

ださい。宜しくお願いします。 

以上をもちまして、子ども・子育て会議の部会を終了いたします。 

 

閉会 

以上 

 

 

 

 

 


